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1. はじめに

世界で唯一の線形加速器として日本への誘致が検討

されている国際リニアコライダー（ILC）計画は，北

上山地および脊振山地を国内候補地とし，立地に関す

る調査が進められてきた．脊振地域では，ILC施設の

地質的な立地条件として，深部まで安定した岩盤が見

込める花崗岩体と古第三系が対象となっている． 
一般社団法人日本応用地質学会九州支部では，平成

22年度よりILCワーキンググループを設置し，既存資

料収集・空中写真判読・地表地質踏査・水文調査・ル

ート検討などの調査研究を行ってきた．これらの調査

研究は適地調査段階の広域調査として位置付け， 延長

50km，最大土被り1,000mにおよぶ長大山岳トンネルに

おける各地質体の対象岩盤としての工学的性質を概略

的に検討することを目的とした． 
平成24年度には，これらの調査研究成果を検証する

ため，地下深部の状況を定量的に把握できるボーリン

グ調査および物理探査を行なった1)．本調査では中央

衝突空洞が想定される地域の地質・岩盤状況の定量的

把握・評価に重点を置き，立地に適した地盤条件を確

認することとした．以下に，ボーリング調査および物

理探査の結果を報告する． 
 
2. 調査計画

ILC 計画では，加速器トンネルルートの中央付近に

衝突空洞や重要な観測施設が配置される予定であり，

そのために中央施設地域にはより安定した岩盤が求

められる．このことを踏まえ，今回の物理探査および

ボーリング調査は，中央施設地域における深部の岩盤

状況を確認するために実施したものである． 
トンネルルートのほぼ中央付近では，空中写真判

読・地表地質踏査などの調査から，次のような地形地

質的特徴が明らかとなった． 
1)標高 500～700m を示す 3 つの山体が分布し，NW-SE

方向の線状模様が認められる． 
2)3 つの山体は 1km 前後の広がりを有し，北西方向

へ流下する河川の浸食によって分断されている．

山腹斜面には風化殻としてコアストーンが多く認

められ，深部に健岩が分布することを示唆する． 
3)河川沿いなどの谷部には，糸島型花崗閃緑岩の B 

～CH 級の健岩が広く露出する． 
以上のような地形・地質的特徴から，ルート中央地

域の深部には新鮮な花崗岩体よりなる健岩が広く分布

することが想定され，その確認のために物理探査およ

びボーリング調査を実施した．なお物理探査の手法と

しては，深部の岩盤状況を精度良く効率的に把握する

ことが可能な電磁探査（AMT 法）を採用することとし

た． 

 
3. 探査測線およびボーリング地点の決定

AMT 法電磁探査の測点配置については，以下の点を

考慮して設定した(図-1)． 
1) 3 つの山体と谷部での比抵抗の違いを把握するため，

測点は線状配置とした． 
2)測線は想定される加速器トンネルの延伸方向(概ね

ENE-WSW 方向)に 4 測線，これらに交差する

NNW-SSE 方向に 1 測線設置した．このうち，測線 1
は，ボーリング地点と重複するように配置し，マク

ロな構造を電磁探査，ミクロな構造を電気検層で捉

えることとした． 
3)測点間隔は，弱層(断層)が分布する可能性が考えら

れる谷地形周辺では 100m，安定した岩盤が分布す

ると想定される地域では 200m 程度とした． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 電磁探査の測点配置およびボーリング地点

 

またボーリング地点については，加速器トンネルレ

ベルとの比高差や周辺の温泉掘削地点との位置関係等

を考慮し測線 1 上の地点を選点した．なお，掘削方法

は良好なコアを採取することに主眼を置き，通常工法
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により φ66mm，掘削長 300m のコアリングを実施した． 
 

4. 調査結果と地表における調査研究成果の検証

 AMT 法電磁探査の 2 次元解析結果より，全測線とも

1,000Ω･m 以上の高比抵抗領域が広く分布しており，

比抵抗コントラストの乏しい均質な構造であることが

判明した．また，空中写真判読および地表踏査で確認

された破砕帯幅数 m 程度の小断層は，電磁探査の結果

では 1,000～2,000Ω･m 程度の比抵抗領域に対応し，変

質部は 200～700Ω･m 程度の低比抵抗領域に対応して

いることが判明した(図-2). 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 中央施設候補地における比抵抗構造の 3 次元イ

メージ

 

ボーリング調査では，すべて糸島型花崗岩緑岩より

なり，深度約 20～40m 付近で CM～CH 級，深度約 40m
付近より CH～B 級，さらに深度 160m 付近以深では B
級岩盤が連続することが確認された．ボーリング地点

の探査結果では，深度 50m 付近より 1,000Ω･m 以上，

深度 100m 付近より 2,000Ω･m 以上の高比抵抗領域と

なっている．また電気検層の結果と電磁探査結果は必

ずしも一致していないが，大局的には両者が示す変化

は良く整合しているといえる．両者とも 1,000Ω･m 以

上の比抵抗値を示しており，花崗閃緑岩新鮮部の標準

的な比抵抗値と良く対応していることが判明した(図

-3)．なお，ルジオンテストの結果，当該岩盤の透水性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は 10-8m/sec オーダー以下であることが確認されてい

る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-3 ボーリング孔における電気検層結果と電磁探査

結果の対比

 

岩石等の比抵抗を決める要因は複数あり，比抵抗値

だけで岩種・岩質を判別することは難しいが，調査地

の岩質と比抵抗分布を巨視的に見れば，概ね 1,000Ω･

m 以下の比抵抗領域を CM 級岩盤，1,000～5,000Ω･m
の領域を CH 級，5,000Ω･m 以上の領域を B 級岩盤と

して対比できるものと想定される(図-4)． 

5. まとめ

今回の調査結果は，電磁探査(AMT)と長尺ボーリン

グを併用することにより，大深度岩盤の性状をマクロ

的かつ定量的に評価することが可能なことを示したも

のと考える．ILC 施設の建設にあたっては，加速器ト

ンネルレベルの大深度における断層性状や透水性状の

確認が必須になるものと考えられ，今後岩盤の透水性

も加味した，広域的かつ大深度岩盤の評価手法を確立

することが望まれる． 
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図-4 ボーリングコアによる岩級区分と電磁探査による比抵抗構造の対比
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